外来・通所リハ　チームカンファレンス記録
	平成　17年　12月　7日（水）

　　　　　　　　　司会　猿ヶ澤　正則　　　記録者　小田　朱里

	院 長
	課 長
	外 来

室 長
	通リハ

室 長

	
	
	
	
	


	摩尼
	谷藤
	服部
	佐々木
	松林
	木村
	月舘
	下舘
	中居
	猿ヶ澤
	小田
	瀧澤
	山口

	年休
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	残り番
	○
	○
	○
	残り番
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜外来情報提供＞

・ 秋山　和子様～風邪を引いていたが「調子が良くなった」と話されている。また、先週胃の不調を訴えていたが今週は胃痛の訴えはない。整腸剤、シンラックの処方なし。

・ 溝越　キク様～普段、血圧が高めであるが外来受診時の血圧測定では、116/50mmHgと低値である。主治医より定期的に血圧測定し血圧表の記入を行ってきちんと管理するようにとの指導あり。血圧値をノートに記入し、外来受診時に本人持参することとする。

· 淡路　智恵子様～頭痛がまだ続いているとの事。頭痛の時には薬を服用していると話されている。

　　　　　　外来ソーシャルワーカーより情報提供あり、セルリアンでコーヒーに3gのスティックシュガーを7本入れて飲んでいたとの事。砂糖を入れすぎている事を注意するが「普段はコーヒーを飲んでいない。週に1回だけ砂糖を入れてコーヒーを飲んでいるから大丈夫」と話されていたとの事。

· 加藤　大介様～普段は外に出て、友達とお酒を飲みに行ったり映画を観に行っているとの事。就職

　　活動については「コンビニエンスストアの仕事を探したが今は悩んでいる」と話

される。近いうちに東京に1週間行くことについても話している。

· 其田　淑子様～主治医に「みんなに手が震えると言われる」と話されている。本人「薬のせいかな」

　　と心配される。主治医より採血をして血中濃度を調べれば手の震えが薬によるものかどうか解ることを説明される。来週外来受診時に採血予定。

· 戸賀沢　潔様～先週、踵痛があったが良くなったとの事。体調については「風邪気味だ」と話され

るためうがい薬が処方となる。

・  神山　和典様～体調については「ご飯をしっかり食べているので大丈夫です」と話されている。うみねこ幸房については「アンデルセンを作っているが暇です」と話されていたとの事。

＜利用者様情報＞

· 加藤　大介様～１月開始の就労前準備段階プログラムへの参加を促すため、外来受診時にスタッフが本人と面会する。外来には車で来院されている。デイケアについて話をするが「デイには車で来ては行けないと言われたから」と話され、車であれば「週に１回なら」と話す。就職活動についてはハローワークや青明舎には全く行っていないとのこと。チラシや本の求人広告や店に貼ってある求人情報は見ているが、特別急いで仕事を探しているわけではないとの事。普段の様子について「友達と遊んでいる」と話されている。服薬もきちんと行っており、体調については特に変わりはないとの事。

・ 森田　清助様～昨日ナイトケアに来所時に頭痛を訴える。最近は頭の特定の部分が痛むとの事。昨日の血圧測定の時には130mmHg台で経過。プログラムにも参加されている。

· 井畑　光湖様～定時になっても来所されずに10時半にデイケアより本人の携帯に電話する。「最

　近便秘気味であり、母に話しをしたところ乳製品を沢山買ってきて全部食べてしまった」と話される。そのため下痢気味であり、トイレも心配であるとのことで欠席されている。

＜ナイトケア利用者様検討＞

・ 下妻　康貴様(33)

○現在の状況：ナイトケア利用者の中居美津子様と夕食の時間になってレストランに一緒に移動する

　　　　　　　ことが多いが、昨日レストランに移動する際に中居様に「トイレに行って来たら？」

　　　　　　　と勧めて、自分だけ先に移動されている。

　　　　　　　以前から中居様がプログラムで自分と同じ役割を選んだり、移動時にいつも後ろ　　　　　　　をついてきたりすることがあり、青明舎スタッフが訪問した時に「ストレスに感じている」と相談している。本人に中居様と距離を取るように勧めるが「自分が話をしなくなると、(中居様が)一人ぼっちになってしまう」と心配されている。また、平日はナイトケア終了後に、中居様が毎日電話を掛けてきて、一時間ぐらいうみねこ幸房での他メンバーの愚痴を聞かされるとの事。

○問題点：以前はストレスに感じていても、中居様を無視したり突き放すことはなかったが、最近は

　　　　　そのような態度が徐々に見られており、本人様に対する負担が増えてきたのではと考えられる。

○改善策：本日のナイトケアで本人と面談を行い、中居様と接するにあたっての対処方法を本人と一

　　　　　緒に考える。

女性スタッフが下妻様に話し掛けると中居様が表情を硬くし、下妻様に過度に

　　　　　話し掛けが多くなる為、男性スタッフが間に入るようにする。また、スタッフから中居様

　　　　　への話し掛けを多くして、下妻様と距離を置くことができるようにする。

　　　　　

